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【研究成果のポイント】 
Ⅰ 超重元素(原子番号 104 以降)の有機金属錯体を世界で初めて合成 

Ⅱ 106 番元素シーボーギウムのカルボニル錯体が、同族元素モリブデン、タングステン 

と同様に高い揮発性を持つことを確認 

Ⅲ より重い超重元素の有機金属錯体合成や溶液化学研究への展開に期待 

 

研究成果の概要 
新潟大学教育研究院自然科学系数理物質科学系列の大江一弘助教および同自然科学研究

科数理物質科学専攻博士後期課程 3 年の村上昌史さんが参加する国際共同研究グループ
(ドイツのヘルムホルツ研究所マインツのイーヴン・ジュリア博士、重イオン研究所のヤク
シェフ・アレクサンダー サブグループリーダー、マインツ大学のデュルマン・クリストフ
教授、理化学研究所仁科加速器研究センターRI応用チームの羽場宏光チームリーダー、日
本原子力研究開発機構先端基礎研究センター超重元素研究グループの浅井雅人研究主幹、
佐藤哲也研究員ら)が、106 番元素シーボーギウム(Sg)のカルボニル錯体の合成と化学分析
に世界で初めて成功しました。 
周期表上で第 7 周期に配置されている原子番号 104 以降の元素は超重元素と呼ばれてお

り、天然には存在しない人工放射性元素です。超重元素を作り出すには粒子加速器を用い
た重イオン核反応を利用する必要がありますが、その生成量は通常の化学分析法では測定
できないほど極めて少なく、また寿命も長くて 1分程度と非常に短いものとなっています。
超重元素の 1つである 106番元素 Sgは、周期表上では第 6族元素としてタングステン(W)
の下に配置されていますが、上述のような厳しい実験的制約のため、その化学的性質はこ
れまで十分には調べられていませんでした。 
今回国際共同研究グループは、Sg の化学的性質を調べるため、理化学研究所 RI ビーム

ファクトリーの重イオン線形加速器からの重イオンビームを用いて、化学実験に利用され
る Sg の同位体である 265

Sg を合成しました。重イオン核反応により合成した 265
Sg を、入

射ビームや副反応生成物から高効率で分離するため、気体充填型反跳分離器(GARIS)を用
いて質量分離した後、Sg をヘリウムと一酸化炭素の混合ガス流に導入して Sg のカルボニ
ル錯体の化学合成を行いました。その後、Sg 錯体を含む混合ガスを低温ガスクロマトグラ
フ装置(COMPACT)に導入し、Sg のカルボニル錯体の揮発性の分析を試みました。その結
果、Sgが第 6族元素のモリブデン（Mo）や W と同様に揮発性の高いカルボニル錯体を形
成し、その揮発性もMo やW のヘキサカルボニル錯体と同程度であることを明らかにしま
した。これは、Sgが第 6族元素として特徴的な性質を持っていることを高い信頼性で実証
した結果となります。 
 
今後の展望 
この成果は、これまで単純な無機化合物に限られていた超重元素の化学研究で初めて有

機金属錯体の化学合成に成功したものであり、今後より重い超重元素の有機金属錯体の化
学研究に繋がることが期待されます。また、今回の実験手法は溶液化学研究への応用も可
能であり、より詳細な超重元素の化学研究への発展も期待されます。 

 
本研究成果は、米国の科学雑誌『Science』（9月 19日号）に掲載されました。 
 
題名：Synthesis and detection of a seaborgium carbonyl complex 

【研究成果】 
106 番元素シーボーギウム(Sg)のカルボニル錯体の 

合成と化学分析に初めて成功 
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図 Sgカルボニル錯体合成と化学分析実験の概念図 
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